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愛
媛
県
は
全
国
的
に
も
高
齢
化
の
傾
向
が
顕
著
な
地
域
で

あ
り
、
心
疾
患
は
主
要
な
死
亡
原
因
の
１
つ
で
あ
る
。
愛
媛

県
に
お
け
る
心
疾
患
の
人
口
10
万
対
粗
死
亡
率
は
全
国
で
も

ワ
ー
ス
ト
２
位
（
図
１
）
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
循
環
器
疾

患
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
愛
媛
県
内
に
お
い
て
も
地
域
差
が
存
在
し
、
医
療

法
人
恵
仁
会 

三
島
ク
リ
ニ
ッ
ク（
以
下
、当
院
）の
診
療
圏
で

あ
る
四
国
中
央
市
を
は
じ
め
と
す
る
宇
摩
地
区
に
お
い
て
は
、

県
内
で
も
高
血
圧
症
の
患
者
割
合
が
突
出
し
て
多
い
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
。高
血
圧
症
は
心
不
全
、心
房
細
動
、弁
膜
症
進

行
を
惹
起
す
る
重
要
な
危
険
因
子
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
病
態

は
心
疾
患
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
の
上
昇
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
慢
性
腎
臓
病
患
者
、
中
で
も
特
に
血
液
透
析
患
者

は
、
体
液
量
変
動
、
動
脈
硬
化
、
血
管
石
灰
化
、
慢
性
炎
症

な
ど
複
数
の
病
態
を
抱
え
て
お
り
、
心
血
管
疾
患
リ
ス
ク
が

極
め
て
高
い
集
団
で
あ
る
。
透
析
患
者
の
主
要
な
死
亡
原
因

の
１
つ
は
心
不
全
で
あ
り
、
心
疾
患
へ
の
早
期
介
入
は
生
命

予
後
に
直
結
す
る
重
要
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
透
析
患
者

で
は
心
房
細
動
や
弁
膜
症
が
無
症
候
性
に
経
過
す
る
こ
と
も

多
く
、
症
状
に
依
存
し
た
従
来
型
診
療
で
は
早
期
発
見
が
困

難
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
愛
媛
県
と
い
う
全
国
的
に
も
心
疾
患
死
亡
率

が
高
い
当
地
域
に
お
い
て
、
透
析
施
設
か
つ
一
次
医
療
機
関

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
）
と
し
て
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
及
び
Ａ
Ｉ
心

電
計
を
活
用
し
た
心
疾
患
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制
を
構
築
し

要
旨
：
愛
媛
県
で
は
、
心
疾
患
死
亡
率
が
全
国
平
均
を
上
回

っ
て
い
る
。
当
院
は
２
０
２
５
年
に
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
及
び
Ａ

Ｉ
心
電
計
を
導
入
し
、
透
析
患
者
を
含
む
地
域
住
民
を
対
象

に
弁
膜
症
や
心
房
細
動
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
短
期
間
で
複
数
の
早
期
診
断
・
治
療

例
を
得
た
。

た
当
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

当
院
は
１
９
８
０
年
10
月
6
日
に
開
院
し
、
２
０
２
５
年

で
創
立
45
周
年
を
迎
え
た
。
愛
媛
県
四
国
中
央
市
（
宇
摩
地

区
）
に
位
置
し
、
内
科
・
腎
臓
内
科
・
血
液
透
析
を
中
心
に
、

外
科
、
胃
腸
科
、
泌
尿
器
科
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
科
、

緩
和
ケ
ア
を
含
む
幅
広
い
診
療
を
行
い
、
15
床
の
入
院
設
備

を
有
す
る
地
域
密
着
型
医
療
機
関
で
あ
る
（
図
２
）。
ま
た
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
一
般
診
療
に
加
え
、
約
１

９
０
名
に
及
ぶ
透
析
患
者
を
継
続
的
に
診
療
し
て
お
り
、
保

存
期
腎
不
全
の
管
理
か
ら
シ
ャ
ン
ト
血
管
作
成
、
血
液
透
析

導
入
・
維
持
管
理
、
看
取
り
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
た
腎
不

全
医
療
を
中
心
に
提
供
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
心
臓
超
音
波
検
査
が
施
行
可
能
な
臨
床
検
査
技

師
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
全
患
者
に
対
し
て
精
密
検
査
を
頻

回
に
実
施
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
少

な
い
検
査
技
師
数
で
も
見
逃
し
を
最
小
限
に
抑
え
る
効
率
的

な
循
環
器
疾
患
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
重
要
な
課

題
で
あ
っ
た
。

　

透
析
患
者
で
は
高
血
圧
、
体
液
量
変
動
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・

リ
ン
代
謝
異
常
、
血
管
石
灰
化
な
ど
が
複
合
的
に
関
与
し
、

心
疾
患
の
発
症
及
び
進
行
の
増
悪
速
度
は
一
般
に
比
し
て
有

意
に
速
く
、
特
に
心
臓
弁
膜
症
は
一
般
患
者
に
比
し
て
進
行

が
早
く
、
診
断
時
に
は
中
等
度
以
上
に
進
展
し
て
い
る
症
例
、

ま
た
は
重
度
の
弁
膜
症
ま
で
進
行
し
、血
圧
低
下
な
ど
の「
透

析
困
難
症
」
に
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
心
房
細
動
は
無
症
候
性
に
経
過
す
る
こ
と
が
多
く
、
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脳
梗
塞
や
心
不
全
を
契
機
に
初
め
て
診
断
さ
れ
る
例
も
経
験

さ
れ
る
。
高
血
圧
患
者
割
合
が
高
い
地
域
特
性
（
図
３
）
は
、

こ
れ
ら
の
循
環
器
疾
患
リ
ス
ク
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
透
析
施
設
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で
は
、
循
環

器
内
科
専
門
医
が
常
駐
し
て
い
る
施
設
は
限
ら
れ
て
い
る
。

仮
に
在
籍
し
て
い
た
と
し
て
も
、
約
１
９
０
名
に
及
ぶ
透
析

患
者
や
他
の
外
来
患
者
な
ど
全
て
の
患
者
に
対
し
て
頻
回
に

心
臓
超
音
波
検
査
を
施
行
す
る
こ
と
は
、
時
間
的
・
人
的
制

約
の
面
か
ら
困
難
で
あ
る
。

図1　心疾患人口10万対の粗死亡率

図3　高血圧症の分布地図

図2　三島クリニックの外観

背
景
と
目
的

　

ま
た
最
近
、
心
疾
患
診
療
は
日
進
月
歩
の
進
化
を
遂
げ
て

お
り
、
15
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
治
療
が
日
常
診
療

と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
開
胸
手
術

に
加
え
、
高
齢
患
者
に
お
け
る
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
置
換
術
）
や
僧
帽
弁

閉
鎖
不
全
症
に
対
す
るM

itraClip

（
経
皮
的
僧
帽
弁
接
合

◆Summary
Early Detection of Cardiovascular Diseases Using AI-Enhanced Digital Stethoscopes and AI-
Based Electrocardiography in a Regional Medical Area of Ehime Prefecture:
An Initiative to Improve Prognosis Including Dialysis Care
In Ehime, where cardiovascular mortality is high, our clinic introduced AI stethoscope and ECG 
in 2025 to screen dialysis patients and residents, achieving multiple early diagnoses of valvular 
disease and atrial fibrillation.

不
全
修
復
術
）
に
代
表
さ
れ
る
開
胸
を
伴
わ
な
い
弁
膜
症
治

療
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
よ
る
高
精
度
手
技
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
よ

る
低
侵
襲
心
臓
手
術
、
不
整
脈
に
対
す
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

治
療
な
ど
、
治
療
選
択
肢
は
大
き
く
広
が
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
治
療
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
「
検
査
」
に
は
、

依
然
と
し
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
年
以
上
、
本

質
的
に
変
化
し
て
い
な
い
聴
診
器
は
、
デ
ー
タ
が
残
ら
ず
、

主
観
が
介
在
し
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
心
臓
超
音
波
検
査
は
高
い
専
門

当
院
の
概
要
と
地
域
医
療
に
お
け
る
役
割

透
析
患
者
に
お
け
る
心
疾
患
と

地
域
医
療
の
課
題

Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
・
Ａ
Ｉ
心
電
計
の
導
入
と
運
用

二次医療圏域別標準化該当比（県全体を基準＝100） 〈R2年度特定健診〉
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性
と
経
験
を
要
し
、
検
査
時
間
も
長
い
。
こ
う
し
た
背
景
か

ら
、
当
院
で
は
聴
診
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
ク
ラ
ウ
ド
を
通
じ

て
情
報
を
共
有
す
る
「
聴
診
Ｄ
Ｘ
」
の
考
え
方
に
着
目
し
た
。

２
０
２
５
年
５
月
、
当
院
で
は
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
及
び
Ａ
Ｉ
心

電
計
を
同
時
に
導
入
し
、
さ
ら
に
生
命
予
後
の
改
善
に
寄
与

す
べ
く
運
用
を
開
始
し
た
（
図
４
）。

　

Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
は
、
胸
骨
左
縁
第
４
肋
間
に
お
い
て
約
８

秒
間
の
聴
診
を
行
い
、
取
得
し
た
心
音
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド

上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
Ａ
Ｉ
解
析
を
行
う
医
療
機
器
で
あ

る
。
解
析
結
果
は
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
出
力
さ
れ
、
心
雑
音
や

過
剰
心
音
を
多
角
的
に
評
価
す
る
。
本
検
査
は
、
心
音
図
検

査
（
Ｄ
２
１
３
）
と
し
て
保
険
診
療
報
酬
１
５
０
点
の
算
定

が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
で
は
、
心
雑
音
の
音
響
特
性
や
心
音

パ
タ
ー
ン
を
多
角
的
に
解
析
し
、
心
負
荷
指
数
も
算
出
さ
れ

る
。
こ
の
指
標
は
、
心
不
全
の
重
症
度
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ

と
相
関
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
透
析
患
者
の

よ
う
に
体
液
変
動
が
大
き
い
集
団
に
お
い
て
、
心
不
全
リ
ス

ク
把
握
の
補
助
指
標
と
な
り
得
る
。

　

さ
ら
に
、
駆
出
性
雑
音
（
大
動
脈
弁
狭
窄
症
な
ど
）、
逆

流
性
雑
音
（
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
な
ど
）、拡
張
期
雑
音
（
大

動
脈
弁
閉
鎖
不
全
症
な
ど
）
を
解
析
し
、
Ａ
～
Ｄ
の
４
段
階

評
価
と
し
て
提
示
す
る
。
Ｃ
・
Ｄ
判
定
は
、
弁
膜
症
や
心
機

能
障
害
の
重
症
化
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い（
図
５
）。

　

当
院
で
は
、
透
析
患
者
に
は
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
及
び
Ａ
Ｉ
心

電
計
に
よ
る
検
査
を
原
則
と
し
て
毎
月
１
回
施
行
し
、
弁
膜

症
の
有
無
及
び
進
行
・
増
悪
の
兆
候
を
経
時
的
に
評
価
し
て

い
る
。

　

一
方
、
Ａ
Ｉ
心
電
計
は
30
秒
程
度
の
簡
便
な
測
定
で
心
房

細
動
な
ど
の
不
整
脈
を
検
出
で
き
、
透
析
中
や
外
来
診
療
の

合
間
に
も
施
行
可
能
で
あ
る
。
本
邦
に
お
け
る
心
房
細
動
患

者
は
約
１
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
発
作
性
心
房

細
動
で
は
発
作
時
の
心
電
図
記
録
が
困
難
で
あ
り
、
潜
在
患

者
の
発
見
が
臨
床
現
場
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
院
で
使
用
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
心
電
計
に
は
、「
隠
れ
心
房

細
動
」
リ
ス
ク
推
定
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
（
図
６
）。

洞
調
律
時
心
電
図
を
Ａ
Ｉ
解
析
す
る
こ
と
で
、
過
去
に
発
作

性
心
房
細
動
を
発
症
し
て
い
た
可
能
性
を
４
段
階
で
提
示
し
、

発
作
性
心
房
細
動
のrisk

が
高
い
患
者
（H

;high risk, 
M

H
;m

iddle high risk

）
に
対
し
て
は
、
ホ
ル
タ
ー
心
電

図
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
へ
効
率
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
Ａ
Ｉ
機
器
の
運
用
は
、
心
臓
超
音
波
検
査
の
代

替
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
心
臓
超
音
波
再
検
査
や

専
門
医
紹
介
の
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す
る
た
め
の
補

助
的
指
標
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　

導
入
後
数
ヵ
月
の
運
用
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ド
型
Ａ
Ｉ
超

聴
診
器
及
び
Ａ
Ｉ
心
電
計
を
活
用
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
り
、
従
来
で
あ
れ
ば
自
覚
症
状
に
乏
し
く
経
過
し
て
い
た

心
疾
患
を
早
期
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
特
に
、

Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
に
よ
る
経
時
的
な
心
音
評
価
を
通
じ
て
、
無

症
候
性
で
経
過
し
て
い
た
弁
膜
症
の
進
行
・
増
悪
が
示
唆
さ

れ
た
症
例
で
は
、
再
度
心
臓
超
音
波
検
査
を
施
行
し
、
手
術

加
療
が
可
能
な
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
へ
速
や
か
に
移
行
で
き
て

お
り
、
そ
の
結
果
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
やM

itraClip

と
い
っ
た
低
侵

襲
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
へ
円
滑
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
症
例
を
、
短
期
間
で
複
数
経
験
し
た
。
ま
た
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
施

行
後
の
患
者
に
つ
い
て
も
、
当
院
で
継
続
的
な
経
過
フ
ォ
ロ

ー
を
行
っ
て
お
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
中
に
再
度
悪
化
が
示

唆
さ
れ
た
症
例
で
は
再
評
価
を
行
い
、TA

V
I in T

A
V

I

に

至
っ
た
症
例
も
経
験
し
た
。

　

さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ド
型
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
を
使
用
し
た
本
取
り

組
み
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
の
親
和
性
が
高
い
点
も
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。
当
院
で
は
現
在
、
高
齢
者
が
生
活
す
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
む
施
設
へ
の
訪
問
診
療
を
行
っ
て
お
り
、

当
院
ス
タ
ッ
フ
が
施
設
へ
訪
問
し
、
通
信
機
器
を
使
用
し
な

が
ら
医
師
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
か
ら
診
察
を
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
併
用
す
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
診
療

場
面
に
お
い
て
、
施
設
に
訪
問
し
た
当
院
ス
タ
ッ
フ
が
ク
ラ

ウ
ド
型
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
を
用
い
て
心
音
検
査
を
施
行
し
、
医

師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
い
な
が
ら
ク
ラ
ウ
ド
上
で
聴
診

所
見
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
遠
隔
で
の
心
疾
患
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
が
可
能
と
な
っ
た
事
例
も
、
現
時
点
で
は
少
数
な
が
ら

経
験
し
て
い
る
。

　

従
来
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
は
視
診
・
問
診
が
中
心
と
な

り
、
心
音
評
価
に
は
大
き
な
制
約
が
あ
っ
た
が
、
ク
ラ
ウ
ド

型
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
を
併
用
す
る
こ

と
で
、
対
面
診
療
に
近
い
最
低
限

の
循
環
器
評
価
を
遠
隔
下
で
も
実

施
で
き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

本
取
り
組
み
は
、
訪
問
診
療
・
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
・
Ａ
Ｉ
聴
診
を
組

み
合
わ
せ
た
新
し
い
診
療
モ
デ
ル

で
あ
り
、
心
疾
患
リ
ス
ク
の
高
い

高
齢
者
や
通
院
困
難
な
患
者
に
対

し
て
、
早
期
発
見
・
早
期
介
入
を

可
能
と
す
る
点
で
有
用
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
導
入
初
期

段
階
で
あ
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る

症
例
の
蓄
積
と
検
証
を
通
じ
て
、

地
域
医
療
に
お
け
る
新
た
な
循
環

器
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
手
法
と
し
て

の
確
立
が
期
待
さ
れ
る
。

　

従
来
か
ら
の
心
臓
超
音
波
検
査

は
弁
膜
症
評
価
に
お
い
て
不
可
欠

で
あ
る
が
、
透
析
施
設
か
つ
一
次
医
療
機
関
に
お
い
て
頻
回

に
施
行
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
Ａ
Ｉ
超
聴
診
器
は
、

心
臓
超
音
検
査
を
代
替
す
る
も
の
で
は
な
く
、
精
密
検
査
が

必
要
な
患
者
を
選
別
す
る
た
め
の
ト
リ
ア
ー
ジ
と
し
て
有
効

に
機
能
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
心
電
計
に
よ
り
無
症
候
性
・
発
作
性
心
房
細

動
の
リ
ス
ク
を
可
視
化
で
き
た
こ
と
は
、
脳
梗
塞
予
防
と
い

う
観
点
か
ら
も
極
め
て
意
義
深
い
と
考
え
る
。
Ａ
Ｉ
超
聴
診

器
と
Ａ
Ｉ
心
電
計
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
心
臓
の
「
構
造
的

異
常
」
と
「
電
気
的
異
常
」
を
網
羅
的
に
評
価
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
少
人
数
体
制
で
も
質
の
高
い
循
環
器
疾
患
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
実
現
し
た
。

　

本
取
り
組
み
は
、
循
環
器
内
科
専
門
医
や
検
査
資
源
が
限

ら
れ
た
透
析
施
設
か
つ
地
域
の
一
次
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
均
質
な
循
環
器
疾
患
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

専
門
医
連
携
を
可
能
と
し
、
心
疾
患
の
見
逃
し
低
減
と
早
期

介
入
を
通
じ
た
予
後
改
善
に
資
す
る
実
践
的
地
域
医
療
モ
デ

ル
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
国
的
に
も
心
疾
患
死
亡
率
が
高
い
愛
媛
県
で
の
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
本
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制
は
大
き
な
意
義
を
有

す
る
。
今
後
は
、
透
析
患
者
の
み
な
ら
ず
一
般
外
来
患
者
に

も
さ
ら
に
適
応
を
拡
大
し
、
循
環
器
疾
患
の
早
期
発
見
・
早

期
介
入
を
通
じ
て
、
地
域
全
体
の
健
康
寿
命
延
伸
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

※　
　
　
　
　

※

溝
渕
剛
士 

（
み
ぞ
ぶ
ち
・
た
け
し
）
●
77
年
岡
山
県
生
ま
れ
。
03

年
福
岡
大
学
医
学
部
卒
。
愛
媛
県
立
中
央
病
院
循
環
器
内
科
、

松
山
赤
十
字
病
院
腎
臓
内
科
、
田
仲
北
野
田
病
院
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー

ア
ク
セ
ス
（
Ｖ
Ａ
）
科
等
を
経
て
、
15
年
６
月
医
療
法
人
社
団

恵
仁
会
三
島
ク
リ
ニ
ッ
ク 

副
院
長
、
24
年
10
月
よ
り
現
職
、
同

院
院
長
に
就
任
し
現
在
に
至
る
。

図4　AI超聴診器とAI心電図の仕組み

図5　駆出性雑音などを解析しA～Dの4段階評価として提示

図6　隠れ心房細動リスク推定機能

導
入
後
の
成
果
と
考
察

今
後
の
展
望
と
ま
と
め


